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1. 研究の呂的とその背景

子どもたちの心の荒廃と体力低下が問題となっ

て久しい。最近は運動をやる子やらない子の二極

化問題も顕著となっている。新学習指導要領では

体育科に「体ほぐしの運動」が導入されたが，

趣旨の理解不足，現場教師の取り組む姿勢等，多

くの課題がある。また，その実践は動的活動が中

心であり「体への気付きJは十分深められない等，

その有夕刻主には疑問が残る。 r体ほぐしの運動J

のあり方を間い直すことが必要である。

子どもたちの心と体の問題の背景には，生育環

境の大きな変化がある。それは，自己を肯定する

力の不足と五感の鈍化，遊びの喪失・変化，親の

関わり方，近代化による「生きる力」の衰え等の

変化をもたらした。運動発達の場を確保し，自分

の心や体を内面から捉えることが体ほぐしの

運動」には必要である。そのためには， じっくり

と自分や仲間の心や体の状態に気付くことができ

る静的舌動をし、かしていくことが重要となる。

本研究では，呼吸に注目する。呼吸の効果を明

らかにし小学校「体ほぐしの運動Jにおける呼

吸に注目した静的活動をいかした学習フ。ログラム

づくりを目的とする。

2. 叩及の効果

日本人の呼吸はストレス等によりどんどん悪く

なり，心や体の問題の一因となっているという。

子どもたちも例外ではなく，呼吸の改善が急務で

ある。正しい呼吸とはゆったりとした深い呼吸で
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あり，心身のリラックスによる不安の低下，感情

のコントローノレ，病気の予防・治癒等，心と体に

様々な効果がある。そして，腹式呼吸を行うこと

により，その効果を手軽に享受できる。筆者は，

延暦寺の体験入円，五十嵐淳子氏や頃安利秀;氏の

指導を通して，その有効性を身をもつやて如惑したO

正しい呼吸を習慣化し，呼吸の効果を最大限い

かしてし、く O それが，心と体を一体としてとらえ

たり，心と体の健康を保持・増進することにつな

がる。学校教育で呼吸を取り上げる意義は大きい。

3. 学習プログラムの試案作成

野口三千三久保健，五十嵐淳子，高橋和子，

斎藤孝らの先行実践を中心に楽しさ，多様な動

き・感覚の体験， リラックスを手軽に味わえる活

動を取り上げた。呼吸に注目した静的活動は，正

しい呼吸を習慣化するため手軽な内容とし，繰り

返し行うように画曜した口作成した学習プログラ

ムの概要は，表 1である。その仮説は，①「体ほ

しの運動j のねらいを深める ②運動嫌いの児童

の運動しようとする意欲を高める，③心と体を解
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きほぐし，不安や悩みへ対処するための基礎づく

りができる，④リラックスと柔軟性が深く関わっ

ていることを体験させることができる，である0

4. 学習プログラムを取り入れた授業実践

4. 1.学習プログラムの検註方法

①児童の感想，②教師の感想，③アンケート調

査(運動有能感:岡薄井関!他作成)④ターゲ、ット・

ノミーソン(運動有能磁尋点の最も低い児童)，⑤長

座備掘から，有効性を分析する。

4.2.授業実践の概要

日時 ①平成 15年 5月27日'-""'6月 16日

②平成 15年 10月28日，-....，11月初日

対象徳島県0小学校6学年計90名

5聞 結果と考察

5.1.児章の感想から

f体の調子がよくなって体が軽くなったん「リ

ラックスできたい 「心がおだやかになれたj等，

呼吸とリラックスの効果を体感できていた。ま

た，友達との関わりから，お互いの違いを認め合

ったり，積極的に関わっていこうとする態度の向

上がみられた。他にも，自分のペースで取り組め

ること，友達と楽しさや工夫を共有する喜び，多

様な動きの体験等が言己主されていた。これらのこ

とから体ほぐしの運動」のねらいを深める，

心や体の状態への気付きを促す，運動しようとす

る意欲が向上する等の効果があると推察される。

5.2.担任教師の視点から

「運動の苦手な児童や積極的に友達と関われ

ない児童等，心身に課題をもっている児童にとっ

て非常にしW、経験となるJ，おんぶ等の身体接

触の機会を設けることで心の距離も近づく J，r学

級経営にし、かすことができるい 「普段あまり目

立たない児童のよさを見つけることができるJ等

の効果があることが指摘された。運動のできる児

童だけでなく，誰もが意欲的に活動し，仲間との

交流を深める効果があることがわかる。

5.3.アンケート調査から

上位群(30名)・中位群(35名)・下位群(24名)

に分け，分析を行った。下位群では有意な(pく0.05)

伸びが認められた。女子は，中位群・下位群にお

いて有意な(pく0.05)伸びが認められた。 r受容感」

は，下位群では有意な(pく0.05)伸びが認められた。

このことから，下位群児童の運動意欲向上や，仲

間との交流を促す効果があることが示唆される。

5.4.ターゲット・パーソン(T.P.)から

B子は， r体育が楽しいということがわかったoJ 

と言謎し，運動有抱樹尋点も 16点から 22点へ伸

びた。 0子は，腹式呼吸で「体が温かくなったJこ

とを感じる等，気付きの深まりや楽しく運動に参

加しようとする姿勢が見られた。このことから，

運動嫌いの児童に，運動意欲向上や気付きを深め

ることができたととらえることができる。

5.5.長座体前屈から

1・3組ともに有意な[I組(p<0.05)・3組

(pく0.01)]伸びが認められた。 55名中，向上した

児童43名，低下した児童 12名で、あった。児童は，

リラックスと柔軟性の関わりを体感できていた。

6. 結論と今後の課題

考察の結果から，本学習プログラムは，特に下

位群児童の運動意欲向上に対して有効であるとし、

える。これは，本学習プログラムが運動の二極化

問題を解消する手だてとなりうることを示唆して

いる。また，心と体の状態への気付きを促し f体

ほぐしの運動」のねらいを深める。心と体を解き

ほぐし不安や悩みへ対処するための基礎づくりが

できる。リラックスと柔軟性が深く関わっている

ことを体験させることができる。これらの効果が

あることがわかる。今後は，上位群の児童への有

効性を高めていくこと，実践例を増やし改善して

し、くことが課題である。
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